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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　さまざまなセンサのタイプを有する複数のセンサをＲＦワイヤレスネットワークに接続
するためのＲＦワイヤレスセンサインターフェースであって、
　一次電力をＤＣ電力に変換し、このＤＣ電力を前記複数のセンサに供給するように構成
された電力コンバータと、
　複数のセンサのうちの第１センサタイプを有する第１センサからアナログセンサ検出情
報を受け取るように構成された第１センサ絶縁カプラと、を備え、第１センサはセンサ検
出情報をアナログデジタルコンバータへ送るように構成されており、
　複数のセンサのうちの第２センサタイプを有する第２センサからデジタルセンサ検出情
報を受け取るように構成された第２センサ絶縁カプラと、を更に備え、前記アナログセン
サ検出情報及びデジタルセンサ検出情報は、対応する物理的な刺激の検知に関連したデー
タを有しており、
　更に、前記第１センサが前記電力コンバータからＤＣ電力を受けることに応答して、前
記第１センサ絶縁カプラから前記アナログセンサ検出情報を受け、前記第２センサが前記
電力コンバータからＤＣ電力を受けることに応答して、前記第２センサ絶縁カプラから前
記デジタルセンサ検出情報を受けるように構成され、さらに前記アナログデジタルコンバ
ータを有するマイクロコントローラと、
　ＲＦ送信モードで、ＲＦワイヤレスネットワークプロトコルに従って、前記アナログセ
ンサ検出情報又は前記デジタルセンサ検出情報に対応するセンサ検出情報を提供するため
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のセンサ検出情報のＲＦ送信を実行し、及び前記ＲＦワイヤレスネットワークへのネット
ワークアプリケーションに従って、前記マイクロコントローラが前記アナログセンサ検出
情報又は前記デジタルセンサ検出情報を処理することによって提供されるセンサ制御信号
を提供するためのセンサ制御信号のＲＦ送信を実行するように構成されたＲＦトランシー
バと、を備え、センサ制御信号はＲＦワイヤレスネットワーク装置の動作状態を制御する
ものであり、
　更に、モジュールハウジングであって、ＲＦワイヤレスセンサインターフェースへのさ
まざまなセンサの結合を容易にするように、電力コンバータ，マイクロコントローラ，第
１センサ絶縁カプラ，第２センサ絶縁カプラ及びＲＦトランシーバが、モジュールハウジ
ングの内部に配置されている、上記モジュールハウジングと、
　を備え、
　前記マイクロコントローラは、リレーモードにおいてリレーアプリケーションに従って
前記アナログセンサ検出情報又は前記デジタルセンサ検出情報を処理することによって、
インターフェース被制御装置へのインターフェース制御信号のリレーを実行するように構
成されていることを特徴とするＲＦワイヤレスセンサインターフェース。
【請求項２】
　マイクロコントローラはさらに、マイクロコントローラがアナログセンサ検出情報及び
デジタルセンサ検出情報を受けることに応答して、インターフェース被制御装置へのイン
ターフェース制御信号のリレーを実行することを特徴とする請求項１に記載のＲＦワイヤ
レスセンサインターフェース。
【請求項３】
　マイクロコントローラはさらに、ＲＦトランシーバがＲＦワイヤレスネットワークから
装置制御情報のＲＦ送信を受けることに応答して、インターフェース被制御装置へのイン
ターフェース制御信号のリレーを実行することを特徴とする請求項１に記載のＲＦワイヤ
レスセンサインターフェース。
【請求項４】
　マイクロコントローラは、ＲＦワイヤレスネットワークに関連した前記ＲＦワイヤレス
ネットワークプロトコルに従った、ＲＦトランシーバによるＲＦワイヤレスネットワーク
へのセンサ検出情報のＲＦ送信、及びＲＦワイヤレスネットワークに関連した前記アプリ
ケーションに従った、ＲＦトランシーバによるＲＦワイヤレスネットワークへのセンサ制
御信号のＲＦ送信のマイクロコントローラによる制御を作動可能なネットワークスタック
を含むことを特徴とする請求項１に記載のＲＦワイヤレスセンサインターフェース。
【請求項５】
　マイクロコントローラは、ＲＦワイヤレスネットワークのネットワークアプリケーショ
ンに応じたセンサ制御信号、及び、インターフェース被制御装置のリレーアプリケーショ
ンに応じたインターフェース制御信号のリレーのうち少なくとも１つを発生させるように
構成されたアプリケーションマネージャを含むことを特徴とする請求項１に記載のＲＦワ
イヤレスセンサインターフェース。
【請求項６】
　一次電力は、幹線ＡＣ電力であることを特徴とする請求項１に記載のＲＦワイヤレスセ
ンサインターフェース。
【請求項７】
　ＲＦワイヤレスネットワークは、ワイヤレス照明制御ネットワークであることを特徴と
する請求項１に記載のＲＦワイヤレスセンサインターフェース。
【請求項８】
　ＲＦワイヤレスネットワークは、ワイヤレスビルディング自動化ネットワークであるこ
とを特徴とする請求項１に記載のＲＦワイヤレスセンサインターフェース。
【請求項９】
　第１センサは、昼光アナログセンサを含むことを特徴とする請求項１に記載のＲＦワイ
ヤレスセンサインターフェース。
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【請求項１０】
　第２センサは、空間の占有を示す指標を提供する占有デジタルセンサを含むことを特徴
とする請求項１に記載のＲＦワイヤレスセンサインターフェース。
【請求項１１】
　ＲＦワイヤレス検出システムであって、
　さまざまなセンサのタイプを有する複数のセンサと、
　ＲＦワイヤレスセンサインターフェースと、を備え、
　ＲＦワイヤレスセンサインターフェースが、
　　一次電力をＤＣ電力に変換し、このＤＣ電力を前記複数のセンサに供給するように構
成された電力コンバータと、
　　前記複数のセンサのうちの第１センサからアナログセンサ検出情報を受け取るように
構成された第１センサ絶縁カプラと、を備え、第１センサは前記アナログセンサ検出情報
をアナログデジタルコンバータへ送るように構成されており、
　　前記複数のセンサのうちの第２センサからデジタルセンサ検出情報を受け取るように
構成された第２センサ絶縁カプラと、を更に備え、前記アナログセンサ検出情報及びデジ
タルセンサ検出情報は、対応する物理的な刺激の検知に関連したデータを有しており、
　　更に、前記第１センサが前記電力コンバータからＤＣ電力を受けることに応答して、
前記第１センサ絶縁カプラから前記アナログセンサ検出情報を受け、前記第２センサが前
記電力コンバータからＤＣ電力を受けることに応答して、前記第２センサ絶縁カプラから
前記デジタルセンサ検出情報を受けるように構成され、さらに前記アナログデジタルコン
バータを有するマイクロコントローラと、
　　ＲＦ送信モードで、ＲＦワイヤレスネットワークプロトコルに従って、前記アナログ
センサ検出情報又は前記デジタルセンサ検出情報に対応するセンサ検出情報を提供するた
めのセンサ検出情報のＲＦ送信を実行し、及び前記ＲＦワイヤレスネットワークへのネッ
トワークアプリケーションに従って、前記マイクロコントローラが前記アナログセンサ検
出情報又は前記デジタルセンサ検出情報を処理することによって提供されるセンサ制御信
号を提供するためのセンサ制御信号のＲＦ送信を実行するように構成されたＲＦトランシ
ーバと、を備え、センサ制御信号はＲＦワイヤレスネットワーク装置の動作状態を制御す
るものであり、
　　更に、モジュールハウジングであって、ＲＦワイヤレスセンサインターフェースへの
さまざまなセンサの結合を容易にするように、電力コンバータ，マイクロコントローラ，
第１センサ絶縁カプラ，第２センサ絶縁カプラ及びＲＦトランシーバが、モジュールハウ
ジングの内部に配置されている、上記モジュールハウジングと、
　を備え、
　　前記マイクロコントローラは、リレーモードにおいてリレーアプリケーションに従っ
て前記アナログセンサ検出情報又は前記デジタルセンサ検出情報を処理することによって
、インターフェース被制御装置へのインターフェース制御信号のリレーを実行するように
構成されていることを特徴とするＲＦワイヤレス検出システム。
【請求項１２】
　マイクロコントローラはさらに、マイクロコントローラがアナログセンサ検出情報及び
デジタルセンサ検出情報を受けることに応答して、インターフェース被制御装置へのイン
ターフェース制御信号のリレーを実行することを特徴とする請求項１１に記載のＲＦワイ
ヤレス検出システム。
【請求項１３】
　マイクロコントローラはさらに、ＲＦトランシーバがＲＦワイヤレスネットワークから
装置制御情報のＲＦ送信を受けることに応答して、インターフェース被制御装置へのイン
ターフェース制御信号のリレーを実行することを特徴とする請求項１１に記載のＲＦワイ
ヤレス検出システム。
【請求項１４】
　マイクロコントローラは、ＲＦワイヤレスネットワークに関連した前記ＲＦワイヤレス



(4) JP 5363110 B2 2013.12.11

10

20

30

40

50

ネットワークプロトコルに従った、ＲＦトランシーバによるＲＦワイヤレスネットワーク
へのセンサ検出情報のＲＦ送信、及びＲＦワイヤレスネットワークに関連した前記アプリ
ケーションに従った、ＲＦトランシーバによるＲＦワイヤレスネットワークへのセンサ制
御信号のＲＦ送信のマイクロコントローラによる制御を作動可能なネットワークスタック
を含むことを特徴とする請求項１１に記載のＲＦワイヤレス検出システム。
【請求項１５】
　マイクロコントローラは、ＲＦワイヤレスネットワークのネットワークアプリケーショ
ンに応じたセンサ制御信号、及び、インターフェース被制御装置のリレーアプリケーショ
ンに応じたインターフェース制御信号のリレーのうち少なくとも１つを発生させるように
構成されたアプリケーションマネージャを含むことを特徴とする請求項１１に記載のＲＦ
ワイヤレス検出システム。
【請求項１６】
　一次電力は、幹線ＡＣ電力であることを特徴とする請求項１１に記載のＲＦワイヤレス
検出システム。
【請求項１７】
　ＲＦワイヤレスネットワークは、ワイヤレス照明制御ネットワークであることを特徴と
する請求項１１に記載のＲＦワイヤレス検出システム。
【請求項１８】
　ＲＦワイヤレスネットワークは、ワイヤレスビルディング自動化ネットワークであるこ
とを特徴とする請求項１１に記載のＲＦワイヤレス検出システム。
【請求項１９】
　第１センサは、昼光アナログセンサを含むことを特徴とする請求項１１に記載のＲＦワ
イヤレス検出システム。
【請求項２０】
　第２センサは、空間の占有を示す指標を提供する占有デジタルセンサを含むことを特徴
とする請求項１１に記載のＲＦワイヤレス検出システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的に、ラジオ周波数（“ＲＦ”）のワイヤレスネットワークの動作に必
要な、センサ検出情報を提供するためのさまざまなセンサに関する。本発明は、特に、さ
まざまなセンサを、ＲＦワイヤレスネットワークに、普遍的に接続することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　センサ（例えば、光センサ及び占有センサ）は、照明制御システムにおいて広く使用さ
れ、システムの光出力とエネルギー消費とを最適化している。照明制御システムにおいて
センサを実装する１つの伝統的な方法は、センサの出力を、ランプのオン／オフのスイッ
チを制御するリレーに関連付けることである。例えば、占有センサが室内に占有者が居な
いことを検出するならば、センサ制御信号を出力して、ランプをスイッチオフするように
リレーに影響する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　照明制御システムが、ＲＦワイヤレス照明制御システムであるならば、センサ出力はＲ
Ｆ信号として送信される。この場合、センサは、ＲＦ通信インターフェースを必要とする
。センサにＲＦ通信インターフェースを追加する従来の方法は、かかる個々のセンサのタ
イプ用に特定の回路モジュールをデザインすることである。このアプローチの不都合は、
さまざまなセンサが照明制御システムとＲＦ接続されるとき、それぞれの個々のセンサの
タイプ用に異なる回路モジュールをデザインすることが必要なことである。
【課題を解決するための手段】
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【０００４】
　本発明は、この不都合を解決するために、それぞれの特定のタイプのセンサ用に、特定
のＲＦセンサインターフェースをデザインする必要無しに、さまざまなセンサをＲＦワイ
ヤレスネットワークに接続するための新規で固有なＲＦワイヤレスセンサインターフェー
スを提供する。本発明の１つの形態においては、ＲＦワイヤレスセンサインターフェース
は、電力コンバータと、マイクロコントローラと、ＲＦトランスミッタ／トランシーバと
、モジュールハウジングとを使用する。電力コンバータは、一次電力を入力し、ＤＣ電力
に変換し、センサにＤＣ電力を供給する。マイクロコントローラは、電力コンバータから
ＤＣ電力を受けたセンサに応答して、センサからセンサ検出情報を受ける。ＲＦトランス
ミッタ／トランシーバは、センサ検出情報を受けたマイクロコントローラに応答して、Ｒ
Ｆワイヤレスネットワークへ、センサ検出情報のＲＦ送信、及び／又は、センサ制御信号
のＲＦ送信を実行する。電力コンバータと、マイクロコントローラと、ＲＦトランスミッ
タ／トランシーバは、モジュールハウジングの内部に配置され、さまざまなセンサをＲＦ
ワイヤレスセンサインターフェースに機能的に接続するのを容易にしている。
【０００５】
　本発明の前述した形態及びその他の形態、並びに、本発明のさまざまな特徴及び利点に
ついては、添付図面と併せて、以下の本発明のさまざまな実施形態の詳細な説明から、さ
らに明らかになる。詳細な説明及び図面は、本発明の限定というよりもむしろ、単なる例
示であって、本発明の範囲は、特許請求の範囲とその均等物によって定められる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　図１に示した本発明による、ＲＦワイヤレスセンサインターフェース２０は、Ｘ個のア
ナログセンサ１２とＹ個のデジタルセンサ１３との形態からなるさまざまなセンサを、Ｒ
Ｆワイヤレスネットワーク１１に接続するように構造的に構成されており、ここで、Ｘ≧
０、Ｙ≧０、且つＸ＋Ｙ≧１になっている。変形例として又は同時的に、インターフェー
ス２０は、Ｘ個のアナログセンサ１２と、Ｙ個のデジタルセンサ１３と、ＲＦワイヤレス
ネットワーク１１とを、Ｚ個のインターフェース被制御装置１４に接続するように構造的
に構成されており、ここで、Ｚ≧１になっている。
【０００７】
　本発明の目的のために、“アナログセンサ”という用語は、アナログ形式のセンサ検出
情報を出力する任意のセンサとして、広義に定義される。
【０００８】
　“デジタルセンサ”という用語は、デジタル形式のセンサ検出情報を出力する任意のセ
ンサとして、広義に定義される。
【０００９】
　“センサ検出情報”という用語は、センサによる物理的な刺激（例えば、動き、光、及
び熱）の検出に関連した任意のタイプのデータとして、広義に定義される。
【００１０】
　“ＲＦワイヤレスネットワーク”という用語は、ＲＦベースの通信ネットワークプロト
コルを実現する任意のネットワークとして、広義に定義される。
【００１１】
　“インターフェース被制御装置”という用語は、センサ検出情報及び／又はインターフ
ェース制御情報に基づいてＲＦワイヤレスセンサインターフェース２０によって制御され
て、複数の動作状態（例えば、１つ又は複数の活性状態及び非活性状態）の中で切り換え
られる任意の装置として、広義に定義される。
【００１２】
　そして、“インターフェース制御情報”という用語は、インターフェース被制御装置の
動作状態を制御するための任意のタイプのデータとして、広義に定義される。
【００１３】
　動作に際しては、ＲＦワイヤレスセンサインターフェース２０は、任意のタイプ（ＡＣ
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又はＤＣ）の一次電源１０からの一次電力ＰPRMを、ＤＣ電力ＰDCに変換し、この電力を
、インターフェース２０に配線を介して接続されているそれぞれのアナログセンサ１２に
供給すると共に、インターフェース２０に配線を介して接続されているそれぞれのデジタ
ルセンサ１３に供給する。それに応答して、それぞれのアナログセンサ１２は、アナログ
形式のセンサ検出情報ＳＤＩAをインターフェース２０に提供し、それぞれのデジタルセ
ンサ１３は、デジタル形式のセンサ検出情報ＳＤＩDをインターフェース２０に提供する
。アナログセンサ１２の例は、昼光アナログセンサであって、０ボルト（すなわち、検出
可能な最も高い光レベルの検出）から、１０ボルト（すなわち、検出可能な最も低い光レ
ベルの検出）までの範囲で昼光指標の形式のセンサ検出情報を出力するように構造的に構
成されている。デジタルセンサ１３の例は、占有デジタルセンサ（例えば、超音波、赤外
線、及び／又は、音響）であって、占有されている場合の論理的ハイレベル“１”と、空
きの場合の論理的ロウレベル“０”のいずれかに等しい占有指標の形式のセンサ検出情報
を出力するように構造的に構成されている。
【００１４】
　センサの１つからセンサ検出情報を受けると、ＲＦワイヤレスセンサインターフェース
２０は、ＲＦ送信モード又はリレーモードに応じて、センサ検出情報を処理する。ＲＦ送
信モードにおいては、ＲＦワイヤレスセンサインターフェース２０は、ＲＦワイヤレスネ
ットワーク１１のＲＦ通信ネットワークプロトコルに従って、センサ検出情報を処理し、
それにより、ＲＦワイヤレスネットワーク１１へ、そのセンサ検出情報についてのセンサ
検出情報のＲＦ送信ＳＤＩRFを実行し、それにより、ネットワーク１１はセンサ検出情報
を利用して、ＲＦワイヤレスネットワーク１１の動作を制御する。変形例として又は同時
的に、ＲＦワイヤレスセンサインターフェース２０はさらに、ネットワークアプリケーシ
ョンに従って、センサ検出情報を処理し、それにより、ＲＦワイヤレスネットワーク１１
へ、センサ制御信号のＲＦ送信ＳＣＳRFを実行し、それにより、ＲＦワイヤレスネットワ
ーク１１は、センサ制御信号に応答して、センサ検出情報に基づいて、ＲＦワイヤレスネ
ットワーク１１における１つ又は複数のネットワーク装置の動作状態を制御する。
【００１５】
　リレーモードにおいては、ＲＦワイヤレスセンサインターフェース２０はさらに、リレ
ーアプリケーションに従って、センサ検出情報を処理し、それにより、１つ又は複数のイ
ンターフェース被制御装置１４に、インターフェース制御信号のリレー（中継）ＩＣＳRL

を実行し、それにより、インターフェース被制御装置１４は、インターフェース制御信号
に応答して、センサ検出情報に基づいて、動作状態間で切り換えられる。
【００１６】
　ＲＦワイヤレスネットワーク１１から装置制御情報のＲＦ送信ＤＣＩRFを受けると、Ｒ
Ｆワイヤレスインターフェース２０は、リレーアプリケーションに従って、装置制御情報
を処理し、それにより、１つ又は複数のインターフェース被制御装置１４にインターフェ
ース制御信号のリレーＩＣＳRLを実行し、それにより、インターフェース被制御装置１４
は、インターフェース制御信号に応答して、ＲＦワイヤレスセンサインターフェース２０
によってＲＦワイヤレスネットワーク１１から受けた装置制御情報に基づいて、動作状態
間で切り換えられる。
【００１７】
　１つの実施形態においては、ＲＦワイヤレスインターフェース２０は、リレーアプリケ
ーションに従って、センサ検出情報及び装置制御情報を処理し、それにより、１つ又は複
数のインターフェース被制御装置１４にインターフェース制御信号のリレーＩＣＳRLを実
行し、それにより、インターフェース被制御装置１４は、インターフェース制御信号に応
答して、センサ検出情報及び装置制御情報に基づいて、動作状態間で切り換えられる。
【００１８】
　図２は、インターフェース２０（図１）の例示的な実施形態２１を示しており、光セン
サの形態である１つのアナログセンサ１２（図１）と占有センサの形態である１つのデジ
タルセンサ１３（図１）とを、ＲＦワイヤレス照明制御ネットワークの形態であるＲＦワ
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イヤレスネットワーク１１（図１）とペインティングランプの形態である１つのインター
フェース被制御装置１４（図１）とに接続する。図示の通り、電力コンバータ３０は、３
本の電力リード線３１（例えば、ライン、ニュートラル、及びグラウンド）を有し、ＡＣ
電源からＡＣ電力（例えば、幹線ＡＣ電力）を受けて、それにより、ＡＣ電力をＤＣ電力
に変換する。
【００１９】
　電力コンバータ３０はさらに、一対の出力電力リード線３２（例えば、＋２４ボルト及
び２４ボルトの戻り）を有しており、ＤＣ電力を占有センサに提供し、占有センサは、こ
れに応答して、デジタル形式のセンサ検出情報を、占有センサに接続されたセンサ制御入
力線８１及びマイクロコントローラ６０に接続されたセンサ制御出力線８２を有するセン
サ絶縁カプラ８０を介して、マイクロコントローラ６０に提供する。
【００２０】
　電力コンバータ３０はさらに、一対の出力電力リード線３３を有し、光センサに接続さ
れた一対のセンサ制御線７１（例えば、ポジティブ制御及びネガティブ制御）を有するセ
ンサ絶縁カプラ７０を介して、ＤＣ電力を光センサに提供し、光センサはこれに応答して
、アナログ形式のセンサ検出情報を、マイクロコントローラ６０のアナログデジタルコン
バータ（“ＡＤＣ”）６３に提供し、これは、ＡＤＣ６３に接続された一対のセンサ出力
線７２を介して行われる。
【００２１】
　また、電力コンバータ３０は、当業者が認識するように、ＲＦワイヤレスセンサインタ
ーフェース２１におけるその他の要素に給電する。
【００２２】
　マイクロコントローラ６０は、アプリケーションマネージャ６２を採用し、必要に応じ
て、ネットワークアプリケーション及びリレーアプリケーションに従って、光センサから
のセンサ検出情報を処理すると共に、ＲＦワイヤレスネットワーク１１から受けた装置制
御情報を処理するように構造的に構成されている。マイクロコントローラ６０はさらに、
ネットワークスタック６１を採用し、ＲＦワイヤレスネットワーク１１に関連したＲＦ通
信ネットワークプロトコルに従って、ネットワーク１１に送信されるべきセンサ検出情報
における任意の部分と任意の発生したセンサ制御信号とを処理するように、及び、ＲＦワ
イヤレスネットワーク１１に関連したＲＦ通信ネットワークプロトコルに従って、ＲＦワ
イヤレスネットワーク１１から受けた装置制御情報の任意の部分を処理するように構造的
に構成されている。
【００２３】
　ＲＦトランスミッタ／トランシーバ５０（すなわち、トランスミッタ又はトランシーバ
）は、占有センサからセンサ検出情報を受けたことに応答してマイクロコントローラ６０
によって制御されると、アンテナ４０を介して、ＲＦワイヤレスネットワーク１１に、そ
のセンサ検出情報についてのセンサ検出情報のＲＦ送信ＳＤＩRF（図１）を実行する。
【００２４】
　ＲＦトランスミッタ／トランシーバ５０はさらに、光センサからセンサ検出情報を受け
たことに応答してマイクロコントローラ６０によって制御されると、アンテナ４０を介し
て、ワイヤレスネットワーク１１に、そのセンサ制御信号についてのセンサ制御信号のＲ
Ｆ送信ＳＣＳRF（図１）を実行する。
【００２５】
　ＲＦトランスミッタ／トランシーバ５０はさらに、アンテナ４０を介して、ＲＦワイヤ
レスネットワーク１１から装置制御情報についての装置制御信号のＲＦ受信ＤＣＩRF（図
１）を実行する。
【００２６】
　マイクロコントローラ６０は、センサの１つからのセンサ検出情報、及び／又は、ＲＦ
ワイヤレスネットワーク１１からの装置制御情報を受けたことに応答して、インターフェ
ース被制御装置１４に、一対のリレー線６４を介して、インターフェース制御信号のリレ
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ーＩＣＳRL（図１）を実行する。
【００２７】
　電力コンバータ３０，ＲＦトランスミッタ／トランシーバ５０，マイクロコントローラ
６０，カプラ７０及びカプラ８０は、占有センサ及び光センサをＲＦワイヤレスセンサイ
ンターフェース２１に接続するのを容易にするため、モジュールハウジング９０の内部に
配置されている。
【００２８】
　本発明の更なる理解を容易にするため、図３は部屋の両側で照明制御を採用しているオ
フィス空間を示しており、それぞれの照明制御は、昼光アナログセンサ１００及び占有デ
ジタルセンサ１１０を採用しており、これらはＲＦワイヤレスセンサインターフェース２
１を介して、ＲＦワイヤレスネットワークに接続されており、これは、４ランプ装置１５
０を制御する安定器１４０を備えている。
【００２９】
　動作に際しては、それぞれの昼光アナログセンサ１００は、前述したように、それに関
連するＲＦワイヤレスセンサインターフェース２１によって給電され、それにより、関連
する窓１２０を通して伝播する昼光の量を検出し、昼光指標の形式のセンサ検出情報を、
それに関連するＲＦワイヤレスセンサインターフェース２１に提供する。次に、ＲＦワイ
ヤレスセンサインターフェース２１は、アンテナ４０（図２）を介して、関連する安定器
１４０に、その昼光指標についてのセンサ検出情報のＲＦ送信ＳＤＩRFを実行し、それに
より、安定器１５０は、昼光指標に基づいて、ランプ装置１５０の調光レベルを制御する
ことができる。
【００３０】
　同様に、それぞれの占有デジタルセンサ１１０は、前述したように、その関連するＲＦ
ワイヤレスセンサインターフェース２１によって給電され、それにより、オフィスのドア
１３０を出入りする人に関連してオフィスの占有レベルを検出し、占有指標の形式のセン
サ検出情報を、関連するＲＦワイヤレスセンサインターフェース２１に提供する。次に、
ＲＦワイヤレスセンサインターフェース２１は、ネットワークアプリケーションに応じて
センサ制御信号を発生し、アンテナ４０を介して、関連する安定器１４０に、そのセンサ
制御信号についてのセンサ制御信号のＲＦ送信ＳＣＳRFを実行し、それにより、安定器１
４０及びランプ装置１５０は、センサ制御信号に基づいて、活性化され又は非活性化され
る。例えば、占有指標がオフィスの占有を表す場合、センサ制御信号は安定器１４０及び
ランプ装置１５０を活性化させる。さもなければ、占有指標がオフィスが空であることを
表す場合、センサ制御信号は、安定器１４０及びランプ装置１５０を非活性化させる。
【００３１】
　また、例えば、簡潔のため図３には示していないけれども、ＲＦワイヤレスセンサイン
ターフェース２１の１つが、リレー線６４（図２）を介して、スタンドアロンのランプな
どのインターフェース被制御装置に配線されてもよく、それにより、昼光指標が夜間であ
ることを表し、かつ、占有指標がオフィスの占有を表す場合にランプが点灯され、また、
昼光指標が昼間を表し、及び／又は、占有指標がオフィスが空であることを表した場合に
ランプが消灯される。
【００３２】
　図１乃至図３を参照すると、当業者が理解するように、本発明の多数の利点には、限定
はしないが、さまざまなセンサ（特に、既製のセンサ）を、ＲＦワイヤレスネットワーク
とのＲＦワイヤレス通信能力に併用することができる。
【００３３】
　本願に開示された本発明の実施形態は、現時点において好ましいと考えられるけれども
、本発明の精神及び範囲から逸脱せずに、さまざまな変更及び改変を施すことができる。
本発明の範囲は、特許請求の範囲に示されており、均等物の意味及び範囲に含まれる変更
は、それに包含されることを意図している。
【図面の簡単な説明】
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【００３４】
【図１】本発明によるＲＦワイヤレスセンサインターフェースを示したブロック図である
。
【図２】本発明の例示的な実施形態による、図１のＲＦワイヤレスセンサインターフェー
スを示したブロック図である。
【図３】本発明による、図２のＲＦワイヤレスセンサインターフェースの例示的なネット
ワークの接続を示した図である。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　一次電源
　１１　ＲＦワイヤレスネットワーク
　１２　アナログセンサ
　１３　デジタルセンサ
　１４　インターフェース被制御装置
　２０，２１　ＲＦワイヤレスセンサインターフェース
　３０　電力コンバータ
　３１　電力リード線
　３２，３３　出力電力リード線
　４０　アンテナ
　５０　ＲＦトランスミッタ／トランシーバ
　６０　マイクロコントローラ
　６１　ネットワークスタック
　６２　アプリケーションマネージャ
　６３　アナログデジタルコンバータ（ＡＤＣ）
　６４　リレー線
　７０　センサ絶縁カプラ
　７１　センサ制御線
　７２　センサ出力線
　８０　センサ絶縁カプラ
　８１　センサ制御入力線
　８２　センサ制御出力線
　９０　モジュールハウジング
１００　昼光アナログセンサ
１１０　占有デジタルセンサ
１２０　窓
１３０　ドア
１４０　安定器
１５０　ランプ装置
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